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言賞責昴斤聞 2月 14日水曜日

救
急
蘇
生
中
止
５４
件

延
命
治
療
を
望
ま
な
い
終
末
期
の
高
齢
者
ら
が
心
肺
停
止

と
な
り
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
員
が
い

っ
た
ん
開
始
し
た
蘇

生
処
置
口
を
中
止
し
た
事
例
が
、
全
国
主
要
２０
消
防
機
関
で

２
０
１
７
年
末
ま
で
の
３
年
間
に
少
な
く
と
も
５４
件
あ

っ
た

こ
と
が
、
読
売
新
聞
の
調
査
で
わ
か

っ
た
。
蘇
生
中
止
に
関

す
る
国
の
規
定
は
な
く
ｒ
各
地
の
消
防
機
関
で
対
応
が
分
か

れ
て
い
た
。
救
急
現
場
か
ら
は
統

一
的
な
ル
ー
ル
を
求
め
る

声
が
上
が

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
∧
関
連
記
事
３
面
∨

国
規
定
な
く
対
応
に
差

筒
】
臨
姓
畑
曜

ヽ
い
鰤
群
江
州

―
ジ
や
人
工
呼
吸
、
電
気
シ

ョ

ッ
ク
な
ど
を
行

っ
て
救
命
す
る

行
為
。
救
急
救
命
士
は
医
師
の

指
示
を
受
け
て
、
気
管
挿
管
や

薬
剤
投
与
な
ど
、
よ
り
高
度
な

処
置
が
で
き
る
。

す
べ
き
だ
」

（
九
州
地
方
の
機

関
）
な
ど
と
し
て
、
救
命
を
続

け
て
い
た
。
残
る
７
機
関
は
「
把

握
し
て
い
な
い
」
と
し
た
。

消
防
法
な
ど
は
、
救
急
隊
は

死
亡
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
い

て
傷
病
者
の
応
急
処
置
を
行

い
、
病
院

へ
搬
送
す
る
と
定
め

て
い
る
。
蘇
生
中
止
に
つ
い
て

は
触
れ
て
お
ら
ず
、
総
務
省
消

防
庁
は

「
中
止
し
て
も
法
令
違

反
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
の
立

場
だ
が
、
事
例
の
な
い
機
関
の

中
に
は

「
民
事
訴
訟
の
リ
ス
ク

が
ゼ
ロ
で
は
な
い
」

（
近
畿
地

在
宅
医
療
の
普
及
で
自
宅
や

施
設
で
最
期
を
迎
え
る
人
が
増

え
、
家
族
に
蘇
生
中
止
を
求
め

ら
れ
た
救
急
隊
が
苦
慮
す
る
ケ

ー
ス
が
出
て
い
る
。
調
査
は
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、

１７
年
１１
～

１２
月
、
東
京
消
防
庁
と
政
令
市

・
県
庁
所
在
市
の
消
防
局

・
消

・

防
本
部
の
５２
機
関
を
対
象
に
実

施
。
全
て
の
機
関
か
ら
回
答
を

得
た
。

過
去
の
蘇
生
中
止
の
有
無
に

つ
い
て
、
約
４
割
に
あ
た
る
２０

機
関
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
。
い

ず
れ
も
家
族
や
介
護
施
設
の
職

員
に
蘇
生
中
止
を
要
望
さ
れ
、

医
師
の
指
示
に
従

っ
て
処
置
を

取
り
や
め
て
い
た
。
患
者
本
人

が
中
止
の
意
思
を
書
面
に
残
じ

て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

一
方
、

２５
機
関
は
蘇
生
中
止

の
事
例
が

「
な
い
」
と
回
答
。

「
１
１
９
番
で
出
動
し
て
い
る

以
上
は
家
族
を
説
得
し
て
搬
送

方
）
と
懸
念
す
る
所
も
あ

っ
た
。

８
割
以
上
に
あ
た
る
４
機
関

が
、

‐
蘇
生
中
止
に
関
し
て

「
地

域
に
よ

っ
て
死
の
あ
り
方
に
差

異
が
生
じ
る
の
は
望
ま
し
く
な

い
」
な
ど
と
統

一
的
な
ル
ー
ル

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
　

．

蘇
生
中
止
を
巡

っ
て
は
、
学

会
な
ど
の
場
で
議
論
と
な

っ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
日
本
臨
床

救
急
医
学
会
は
昨
年
春
、
蘇
生

中
止
の
手
順
を
初
め
て
公
表
。

こ
れ
を
受
け
、
救
急
隊
の
具
体

的
な
活
動
を
こ
れ
に
準
じ
る
よ

う
指
示
し
た
機
関
も
あ
る
９

救
急
医
療
に
詳
し
い
有
賀
徹

・
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理
事

長
は

「
救
命
を
前
提
と
し
て
き

た
救
急
現
場
が
、
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
な
く
な

っ
て
い
る

こ
と
の
表
れ
。
救
急
搬
送
の
あ

経済講座

り
方
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。

終
末
期
の
患
者
に
対
す
る
治

療
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

が
３
月
の
公
表
を
目
指
し
、
医

師
、
看
護
師
ら
に
向
け
た
終
末

期
医
療
指
針

（２
０
０
７
年
策

定
）
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。
同
省
は

「
改
定
後
の
指
針

の
方
向
性
に
沿

っ
た
形
で
、
地

羽生氏・井山氏に授与

国
民
栄
誉
賞

将
模
で
史
上
初
の

「
永
世
七

冠
」
を
達
成
し
た
羽
生
善
治
竜

王
（４７
）
と
、
囲
碁
で
初
め
て
七

冠
を
２
度
達
成
し
た
井
山
裕
太

棋
聖
（２８
）
の
国
民
栄
誉
賞
表
彰

式
が
１３
日
、
首
相
官
邸
で
行
わ

れ
た
“

・

将
棋

・ｒ囲
碁
の
棋
士
の
受
賞

は
初
め
て
。
安
倍
首
相
は

「
多

く
の
国
民
に
夢
と
感
動
を
、
社

会
に
希
望
を
与
え
た
」
と
２
人

国
民
栄
誉
賞
の
表
彰
式
で
安
倍
首
相
を
挟
ん
で
笑
顔
を

見
せ
る
羽
生
善
治
竜
王
六
右
）
と
井
山
裕
太
模
聖

（左
）

（
１３
日
午
後
、
首
相
官
邸
で
）
＝
青
山
謙
太
郎
撮
影

専門家の

【
警

議

（
韓
国
）
＝
読
売

取
材
団
】
平
昌
冬
季
五
輪
第
５

日
の
１３
日
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ス
ノ
ボ

男
子
Ｈ
Ｐ

１
、
銅
２
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

１
５
０
０
研
で
高
木
美
帆
（
２３
）

（
日
体
大
助
手
）
が
銀
メ
ダ
ル
、

ス
キ
ー
ジ

ャ
ン
プ
女
子
ノ
ー
マ

ル
ヒ
ル
で
高
梨
沙
羅
（
２１
）
（
ク

ラ
レ
）
が
銅
メ
タ
ル
、
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
男
子
モ
ー
グ

一
０

餃
１

褥
２

金
　
・
　
慶
鋏
穐

諧
証鳳
雛
『

霜
望

「
―
―
―
―
―
―
―
コ
・

躍
一
７
２３
３６
一師

日

一
否

，Ｊ

　

一
‐３２５

平
野
ら
３
人
決
勝

ヘ

魃レ・
‐‐‐‐‐‐ A

Il″

｀

PyeongCtroqg2OlS"

000
ヽノヽノ

日
本
の
メ
ダ
ル

13‐

日
午
後
10
時
30
分
現
在

住
宅
過
剰
社
会

８
面

東
洋
大

理
工
学
部
教
授

野
澤
千
絵
氏

蟷
探せ /
ポケモン

A
i:Lング

壕J
l.動

たのしい
方言

読
売
プ
レ
ミ
ア
ム

域
で
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

を
た
た
え

て
表
彰
状
と
盾
を

授
与
し
た
。
ま
た
、

「
七
冠
」

に
ち
な
ん
で
七
宝
で
鶴
を
描
い

な
場

箱
と
、
耐
喘
硯
、
熊

野

筆
な
ど
の
記

念
品
も
贈
ら
れ

た
。表

彰
式
後
の
記
者
会
見
で
、

羽
生
竜
王
は

「
こ
れ
を
大
き
な

励
み
ど
し
て
、
棋
士
と
し
て
前

向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
、

井
山
棋
聖
は

「
少
し
で
も
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
棋
士
と
し
て

も

一
人
の
人
間
と
し
て
も
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

１
９
７
７
年
の
創
設
後
、
国

民
栄
誉
賞
の
受
賞
者
は
個
人
２５

人
と
１
団
体
と
な

っ
た
。

∧
関
連
記
事
釘
面
∨

頃
か
ら
ず

っ
と
見
守

っ
て
き
て

く
れ
た
」
と
か
み
し
め
て
い
た
。

原
も

「
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な

っ

た
と
い
う
実
感
が
持

て
ま

し

た
」
と
感
激
し
た
様
子
だ

っ
た
。

ヽ
―
Ｉ
Ｊ

一帳
一子

供
に
と

っ
て
、
も
の
を

え
ら
れ
る
と
は
ど
ん
な
）
・
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1._魏 ゴ

一　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
女
子
ハ
ー
フ
一
戸
塚
優
斗
（
１６
）
（
チ
ー
ム
ヨ
ネ

一
パ
イ
プ
決
勝
で
松
本
遥
奈
（
２４
）
一
ッ
ク
ス
）
の
３
人
が
１４
日
の
決

一
（
ク
ル
ー
ズ
）
が
６
位
、
冨
田

一
勝
に
進
ん
だ
。
シ

ョ
ー
ト
ト
ラ



蘇 生 判 断 現 場 任 せ

言薔望    .笙彗_ 秦:ル 巌封

在宅医療の普及で

蘇生を巡 り救急隊
が苦慮するケ ース
が増えている (熊
本市消防局で )

「
救
命
」
を
任
務
と
す
る
救
急
隊
員
が
、
蘇
生
処
置
を
中
止
で
き

る
の
か
―
―
。
読
売
新
聞
が
行

っ
た
全
国

′
５２
消
防
機
関

へ
の
調
査
で

は
、
苦
悩
す
る
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
救
急
搬
送
さ
れ

る
人
の
半
数
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
る
中
、
現
場
は
生
死
に
関
わ
る

重
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
　
・

（
西
部
社
会
部
　
手
嶋
由
梨
ド
西
田
忠
裕
、
本
文
記
事
１
面
）

住
宅
に
駆
け
つ
け
る
と
、
ベ

ッ

ド
の
上
で
８０
歳
代
の
女
性
が
横

た
わ

っ
て
い
た
。

女
性
は
末
期
が
ん
で
、
娘
夫

婦
と
同
居
し
て
い
た
。
笹
岡
さ

ん
た
ち
は
女
性
を
ベ
ッ
ド
か
ら

降
ろ
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

開
始
。
か
か
り

つ
け
医
に
対
応

を
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、

「
（
女
性
の
娘
と
）
自
宅
で
暮

取
ろ
う
と
前
日
に
話
し
て
い
た

の
で
、
蘇
生
処
置
を
行
う
必
要

は
な
い
。ヽ
も
し
も
の
と
き
は
救

急
車
を
呼
ば
な
く
て
い
い
と
説

明
し
て
い
た
」
と
言
わ
れ
た
。

混
乱
し
た
様
子
だ

っ
た
娘
は

医
師
と
の
電
話
で
落
ち
着
き
、

蘇
生
中
止
に
納
得
。
笹
岡
さ
ん

は
医
師
の
指
示
に
従
い
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
や
め
る
こ
と
を

決
断
し
た
。
蘇
生
処
置
を
し
て

い
た
時
間
は
、

１２
分
間
だ

っ
た
。

>

命
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
が
示
し
た

蘇
生
中
止
の
手
順

■

在
宅
医
療
の
普
及

・

「母
が
息
を
し
て
い
な
い
」
。

川
崎
市
消
防
局

の
救
急
救
命

士
、
笹
岡
賢

一
さ
ん
（３５
）
が
昨

年
５
月
、
１
１
９
番
で
市
内
の

躍躍囲
・

饉震パ

轟

一

一鷹

在
宅
医
療
の
普
及
で
、
こ
う

し
た
事
例
が
増
え
て
い
る
と
、

笹
岡
さ
ん
は
感
じ
る
。

「
現
場

で
判
断
し
て
い
る
が
、
不
安
も

あ
る
。
救
急
隊
も

『
と
に
か
く

救
命
す
る
』
だ
け
で
な
く
、
家

族
に
配
慮
し
た
対
応
を
と
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

■

中
止
も
選
択
肢

現
場
に
出
動
し
た
救
急
隊
の

具
体
的
な
活
動
は
、
地
域
む
と

に
医
師
や
消
防
職
員
ら
で
構
成

す
る
協
議
会
が
策
定
し
た
手
順

書
に
従
う
。
蘇
生
中
止
に
つ
い

て
、
川
崎
市
の
手
順
書
は

「
（救

急
隊
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
）

医
師
に
相
談
し
指
示
に
従
う
」

と
の
記
載
に
と
ど
ま
る
が
、
広

島
市
消
防
局
な
ど
８
機
関

で

は
、

・「
（
患
者
の
）
主
治
医
の

指
示
が
あ
れ
ば
中
止
で
き
る
」

と
明
記
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

早
く
か
ら
蘇
生
中
止
の
ル
ー

ル
を
採
り
入
れ
た
広
島
市
で
は

２
０
１
５
年
４
月
～
１６
年
１２
月

の
１
年
９
か
月
間
に
、
蘇
生
を

望
ま
な
い
と
の
意
思
表
示
が
あ

っ
た
３６
件
の
う
ち
、
医
師
と
連

絡
が

つ
か
な
か

っ
た
ケ
ー
ス
な

ど
を
除
く
２４
件

で
処
置
を
中

止
。
市
消
防
局
の
久
保
富
嗣

・

救
急
担
当
部
長
は

「
救
命
は
大

前
提
だ
が
、

『
中
止
』
と
い
う

選
択
肢
を
示
し

て
お
く

こ
と

は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
現
場
の
活
動
に
有
用
」
と

話
す
。

日
本
臨
床
救
急
医
学
会
が
昨

年
春
に
公
表
し
た
蘇
生
中
止
の

手
順
の
と
り
ま
と
め
役
だ

っ

た
、
医
誠
会
病
院

（
大
阪
市
）

の
丸
川
征

四
郎
名
誉
院
長
は

「
本
人
の
意
思
、
家
族
の
同
意
、

か
か
り
つ
け
医
の
合
理
的
な
判

断
が
あ
れ
ば
、
蘇
生
中
止
は
社

会
的
に
容
認
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
す
る
。

目

．医
師
側
の
課
題

救
急
搬
送
者
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
は
年
々
、
増
加
し
て

い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
査

で
は
、
１
９
９
５
年
に
３１

・
６

％
だ

っ
た
の
が
、
１５
年
に
は
５６

・
７
％
に
上
昇
。
患
者
本
人
と

家
族
間
で
蘇
生
を
し
な
い
と
決

め
て
い
て
も
、
容
体
の
急
変
に

驚
い
た
り
、
自
宅
で
人
が
亡
く

な

っ
た
場
合
の
対
処
の
仕
方
に

迷

っ
た
り
し
た
家
族
や
介
護
施

設

・
の
職
員
が
１
１
９
番
す
る
ケ

ー
ス
は
多
い
と
み
ら
れ
る
。

・
厚
生
労
働
省
は
１２
年
、
か
か

り
つ
け
医
は
患
者
の
最
期
に
立

ち
会
わ
な
く
て
も
、
死
後
に
患

者
を
診
て
死
亡
診
断
で
き
る
と

の
通
知
を
出
し
た
。
救
急
車
を

呼
ば
ず
、
医
師
の
到
着
を
待

つ

こ
と
が
可
能
だ
と
明
確
に
し
た

形
だ
。
調
査
で
は
、

「
蘇
生
を

望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
１
１

９
番
を
し
な
い
と
の
指
針
や
啓

発
が
必
要
だ
」

（九
州
地
方
）

な
ど
の
意
見
が
目
立

っ
た
。

ま
た
今
回
、
調
査
で
明
ら
か

に
な

っ
た
蘇
生
中
止
の
５４
件
す

べ
て
が
最
終
的
に
医
師
の
指
示

に
基
づ
い
て
い
た
が
、

「
看
取

り
を
行
う
は
ず
の
医
師
に
何
度

電
話
し
て
も
つ
な
が
ら
ず
、
結

局

（病
院
に
Ｙ
搬
送
し
た
ケ
ー

ス
が
あ

っ
た
」
一
（
東
北
地
方
）

と
明
か
す
機
関
も
多
数
あ

つ

た
。
医
師
と
連
絡
が
で
き
て
い

れ
ば
、
蘇
生
中
止
の
事
例
数
は
、

さ
ら
に
増
え
た
と
み
ら
れ
る
。

福

岡
市
東
区

で
は
０８
年
か

ら
、
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
が

つ
か
な
い
時
に
別
の
医
師
が
駆

け

つ
け
る

「
代
診
医
」
を
置
く

体
制
を
作

っ
た
。
同
区
で
在
宅

医
療
に
取
り
組
む
あ
お
ば
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
伊
藤
新

一
郎
医
師
は

「
地
域
の
医
師
間
で
カ
バ
ー
し

あ
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
か
か

り
つ
け
医
で
あ
れ
ば
、
死
期
が

迫

っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
、

患
者
の
家
族
と
看
取
り
の
方
法

を
再
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
だ
」
と
し
て
い
る
。
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0調査に寄せ られた
具体的な事例

医
師
向
け
な
ど
に
延
命
治
療

や
蘇
生
処
置
の
中
止
の
手
順
を

定
め
た
終
末
期
医
療
指
針
は
、

厚
生
労
働
省
が
３
月

に
改
定

し
、
■
月
か
ら
医
療
現
場
で
使

わ
れ
る
予
定
だ
。

同
省
が
２
０
１
３
年
に
行

っ

た
意
識
調
査
で
は
、
終
末
期
に

望
む
治
療
に
つ
い
て

「
家
族
と

全
く
話
し
合

っ
た

こ
と
が
な

い
」
と
答
え
た
人
が
５６
％
を
占

め
た
。

新
し
い
指
針
で
は
、
患
者
と

医
師
ら
が
、
今
後
の
見
通
し
や

治
療
に
つ
い
て
、
機
会
が
あ
る

た
び
に
話
し
合
う

「
ア
ド
バ
ン

ス

・
ケ

ア

・
プ
ラ

ン

ニ
ン
グ

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
」
を
重
視
す
る
。

本
人
が
意
思
表

示
で
き
な
く
な

る

こ
と
を
想
定

し
、
話
し
合
い

に
家
族
ら
を
加

え
、
結
果
は
文
書
に
ま
と
め
て

お
く
こ
と
を
す
す
め
る
。

０７
年
に
初
め
て
策
定
さ
れ
た

指
針
は
主
に
入
院
患
者
を
想
定

し
て
い
た
の
に
対
し
、
新
指
針

は
自
宅

。
介
護
施
設
で
療
養
す

る
患
者
に
も
対
象
を
広
げ
る
。

指
針
は
、
救
急
隊
が
直
接
活
用

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
専

門
家
は
世
の
中
の

「
望
ま
な
い

蘇
生
」
を
な
く
す
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
す
と
み
る
。

終
末
期
医
療
に
詳
し
い
会
田

薫
子

。
東
京
大
学
特
任
教
授

（臨
床
死
生
学
）
は

「
指
針
が

す
す
め
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
普
及
す
れ

ば
医
師
を
交
え
て
患
者
と
家
族

の
対
話
が
広
が
る
っ
が
ん
の
末

期

で
呼
吸
が
止
ま

っ
た
か
ら

と
、
慌
て
て
１
１
９
番
通
報
で

救
急
隊
を
呼
ぶ
こ
と
も
減
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

（
医
療
部
　
西
原
和
紀
）

改定指針

4月から

蘇生中止を決断 したケース

・介護施設で蘇生処置を開始
したが、主治医が電話で「搬
送する必要はない」と指示
した    (九 州地方 )

自宅「で家族が「本人は望ん
でいなかった」と申告し、主
治医から電話で蘇生中止の
指示を受けた (関西地方 )

対応に苦慮 したケース

・息子は蘇生を望まなかった
が、妻は救命を強 く望み、
家族間で意見が分かれた

(北陸地方 )

・:深夜:でかかりつけ医になか
なか連絡がつかず、長時間
にわたって蘇生処置を継続
した    (関 東地方 )

〔:》

「終
末
」
医
師
・家
族
と
対
話


